
平成２８年度私立大学等教育研究活性化設備
整備事業採択校の概要及び取組事例

脳機能計測装置を整備し、同大学と大田原市による地域統括ケアシステム構
築を推進することで、地域の認知症及び認知症予防の理解・促進等に取り組む。

教育改善のために必要なデータを収集・分析にかかる設備を整備し、従来別々
に進められてきた入試業務、学修成果の把握、授業評価などの課題を統合的に
分析するとともに、教育内容の質の向上に取り組む。

タイプ１ 【山梨学院短期大学】 学修成果等の把握・分析のためのＩＲシステム
の整備

概要

申請校数
（校）

申請額
（千円）

うち採択校数
（校）

うち申請額
（千円）

タイプ１ 263 3,098,518 206（78.3%） 2,469,151

タイプ２ 32 326,987 27（84.4%） 280,529

タイプ３ 17 240,039 15（88.2%） 218,303

タイプ４ 27 308,543 23（85.2%） 263,621

計 339 3,974,087 271（79.9%） 3,231,604

タイプ４ 【北陸大学】 国際交流のためのＰＣ・什器等の整備

タイプ２ 【国際医療福祉大学】 地域における療育支援のための脳機能計測装
置等の整備

パソコンや什器等を整備し、国際交流の場を構築することにより、学生が外国
語でのコミュニケーション活動を自発的に行い、近隣にも解放することで、地域
のさらなる国際化に取り組む。

ものづくりや設計にかかる設備を整備し、近隣大学との共同利用・共同研究に
より教育プログラムを改善・充実を行い、産業界のニーズに対応した自立的な技
術者を養成する。

取組事例

タイプ３ 【岡山理科大学】 大学間連携によるものづくり教育のための加工機器
等の整備


